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1245 名のうち 112 名にＤＶＴを認め、被災地






宅団地 4 ヵ所と被災地住宅 3 地域の平均Ｄ
ＶＴ陽性率は、仮設住宅団地では平成 23 年
が 9.8％、平成 24 年が 9.4％、平成 25 年が
14.6％、被災地住宅地では平成 24 年が 8.0％、




た D-dimer 平均値はＤＶＴ陽性者全体で 0.62
μ g/ml であった。このうち、多発血栓症例
では 0.76 μ g/ml、新鮮血栓症例では 0.73 μ








石巻市役所が行った 2011 ～ 2012 年度応急仮
設住宅等入居者健康調査（n=4399）によると、








東日本大震災後 3 年間の石巻市における深部静脈血栓症の推移 424
　これらは仮設住宅住民の活動性低下をもた
らすと思われた２）。長期の仮設住宅での生活
は住民の活動性を低下させ、その結果がＤＶ
Ｔ陽性率の増加傾向に現れていると推測され
た。
　D-dimer 値は静脈血栓症の指標として用
いられているが、ＤＶＴ陽性であっても、
D-dimer 値の上昇は軽度な例が多く、深部静
脈血栓多発症例や、新鮮血栓症例などの危険
性の高いＤＶＴにおいても顕著な上昇を認め
なかった。このことから、D-dimer 値からは
ＤＶＴの重症度を推測することは難しいと考
えられた。
【結　　語】
　震災後 3 年間の経過で被災地におけるＤＶ
Ｔは仮設住宅団地、被災地住宅地ともに増加
傾向であることが疑われた。
　住民の活動性低下がＤＶＴ陽性率に反映し
ていると推測されることから、生活環境にか
かわらず被災地においては生活不活発病への
注意と対策が必要と思われた。
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石巻市役所2011-2012年度応急仮設住宅等入居者健康調査より ( n=4399)
身体を動かす機会が減った(%) K6（心理的ストレスの程度）
各年齢層で活動性低下 抑うつ、不安状態により日常生活に支障来す恐れ(13点以上)が全国調査の３倍
図4 仮設住宅住民の活動性と精神的ストレス
